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米子市人権情報センター
◯ゅ◯ー◯ま◯ん◯ら ◯い◯つ  

に届く毎日のニュースを、皆さんはどの

え、どう感じておられますか？ 

地では、戦争や紛争で多くの一般市民が

っています。また、国内においても幼い

ら高齢者まで多くの人々が犠牲となる痛

件が相次いでいます。 

人々の人権が守られていない、生命が大

ていない今、すぐ近くにこんな大きな問

ている私たちは、「人権」というキーワー

て、真剣に向き合うときがきているので

しょうか。 

（昭和 23 年）12 月 10 日の第 3回国連総

界人権宣言」が採択されたことを記念し

毎年 12 月 10 日を「人権デー」と定め、

盟国に人権思想を広める取り組みをする

めています。 

日本では、この「人権デー」を最終日と

間（12 月 4 日から 10 日）を『人権週間』

この期間に国民の人権意識の高揚を図る

々な啓発活動をおこなっています。 

間」をきっかけに、「人権の大切さ」を 

りが考え、家庭で、職場で、そして地域

ってみてください。 

、いきいきとした社会を 

力でつくっていきましょう。 
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 間をきっかけに 

本当に自分の人

いえるでしょうか

 今の社会では、

侵害されるかわか

一人が、人権を侵

者、高齢者、子ど

友人にいたりと、

もあるからです。

 それは裏を返せ

たり、差別をして

りません。誰もが

何気ない一言や

り、反対に相手の

でもなくなれば、

るのではないでし
第４９号 平成16（2004）年１１月

 

12 月４日～10 日は、人権週間です。 

今だからこそ、「人権」って？「生命」って？ 

  「人権を守ること」ってなんだろう・・・・？ 一緒に考えてみませんか。
No.2

めてみませんか 

権は守られていると思いますか？ 

 （平成 15 年 2月米子市民意識調査） 
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権が「十分に守ら

。 

いつ、どのよう

りません。なぜ

害されることが

もの当事者であ

その立場になる

 

ば、自分も他人

しまう可能性が

当事者なのです。

態度で自分の心を

心を傷つけたり

私たちはもっと

ょうか。 
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人権週間にあわせ、さまざまな人権啓発にかかわる行事が開催されます。 

人権情報センター主催の「よなごの人権フォーラム‘04」も近づきました。 

ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演（60 分） 

講師 江嶋 修作さん（解放社会学研究所長） 

   

シンポジウム（100 分） 

  コーディネータ 江嶋 修作さん 

  パネリスト   植村 ゆかりさん 
                      (米子市手をつなぐ育成会 会長) 

          小山 透さん 
                     (児童自立援助ホーム 

ピアホーム ホーム長) 

人権情報センターでは、今年も「よなごの人

権フォーラム」を開催します。 

 今年のテーマは「暮らしにいかそう！人権」。

市内で活動しておられる方々のメッセージか

ら、人権を見つめなおすヒントを一緒に考えて

みませんか。 

日時 2004 年 12 月 12 日（日） 

 午後 1時 30 分から 4時 30 分まで 

会場 ふれあいの里 大会議室（米子市錦町１丁目 139-3） 

協力

目的に

その

場

「今
 

 
《お願い》会場には駐車場がありません。 

周辺に有料駐車場がありますが、主催者側では対応できませんのでご了承ください。

なお、市役所有料駐車場に駐車された方には、無料手続きをいたします。 
 

 

 

 

 

米子市人権情報センター（人権政策課内） 

URL：http://yonago-city.jp/jinken/ 

会場 ふれあいの里（米子市錦町１丁目 139-3） 

日時 12 月 18 日（土）午前 10 時開場 
   ・「ガタカ」、「裸足の 1500 マイル」、「ウイニング・ 

パス」、「熊笹の遺言」の上映 

   ・鳥取ピース・クロス代表 

  池原正雄さんトークショー 「多様性を考える」

   12 月 19 日（日）午前 9時開場 

   ・人権ひろば「ふらっと」in 西部 

   ・鳥取県臨床心理士会会長 灘本百美さんのお話 

     「犯罪被害者の心理」 

   ・「息子のまなざし」、「オアシス」の上映  

して花を育てていくことで、思いやりの気持ち、命の大切さなどを学んでもらうことを 

、尚徳小学校、福生西小学校の子どもたちが、「人権の花運動」に取り組んでいます。 

様子を紹介する写真展を開催します。 

所 米子駅前サティ４階「市民交流広場」  期間 12 月 3 日（金）から 13 日（月） 
○お詫び 
普段何気なくみている映画にも人権に関わる様々

な視点がちりばめられています。 

こうした映画を通じて「人権」ついて考えてみま

せんか？上映会とゲストをお招きしてのトークショ

ーあります。 

また、鳥取県立人権ひろば 21「ふらっと」の紹介

もあります。 
（注）詳しくは鳥取県人権推進課（電話 0857-26-7110） 

へお問い合せください。 

なお、人権情報センターにもチラシをおいています。
米子市東町 161－2 ℡0859-37-3183 Fax0859-37-3184 月の本棚」はお休みさせていただきました。 


